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	セッションの前に

	プログラムの背景

会員はしばしば、チームの一員としての活動を求められることになる。参加者はライオンズの指導者として、チームのリーダーを務める場合も多いだろう。このセッションは、チームの特徴と効果的なチームの発展段階について理解を深めるために立案されている。その目標は以下の通りである。

· 効果的なチームの特徴を確認
· チームの発展段階を理解
· チームをより有効な段階へと高めるための方法を活用
セッションの資料
· パワーポイント・スライド
· スライド 1：チームの定義
· スライド 2：セッションの目標
· スライド 3：効果的なチームの特徴
· スライド 4：チームの発展段階
· スライド5：形成
· スライド6：動乱
· スライド 7：規範設定
· スライド 8：機能
· スライド 9：セッションの目標
· スライド 10：私たちのチーム
活動の素材
· （オプション1）ロープを使った活動
· 長いロープ（各参加者につき約1mとして長さを計算）
· 参加者全員分の目隠し
· （オプション2）「内側か外側か？」
· 約60mのロープ。100cmから450cmのさまざまな長さに切って各参加者に配布する。（ロープをさまざまな長さに切ることが大切である。）
視聴覚機材

· プロジェクタおよびスクリーン
· フリップチャートおよびマーカー


	方法を示すアイコン
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	講義/解説


	参加者を中心とする活動
	スライド
	フリップチャート
	プリント/参加者マニュアル
	


	セッションの時間割（提案）

	セクション
	講義の概要
	資料

	導入
（5：00）
	提示：セッションの概要


	パワーポイント・スライド



	第1課：チームの特徴

（10：00）
	提示/討議：チームの特徴
	パワーポイント・スライド
参加者マニュアル



	第2課：チームの発展段階

（85：00）

	活動：ロープを使った活動または「内側か外側か？」

提示/討議：タックマンによるチームの発展段階

活動：チームを次の段階に進めるための戦略


	パワーポイント・スライド
参加者マニュアル


	まとめ
（20：00）
	提示：目標の復習

活動：学習グループによるチーム


	パワーポイント・スライド

参加者マニュアル

	総時間数：120：00


	導入

	時間
	方法
	内容

	合計：5分
	
	

	5分
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スライド2
	提示：セッションの概要
1. スライド 1：「チームの定義」を表示する。
2. 活動に入る前に、チームの定義を読み上げる。これはチームに関する定義のひとつに過ぎないこと、また「良い」チームでも「悪い」チームでもなく、単に一般的な「チーム」について定義したものであることを説明する。
3. 「私たちは全員がライオンズクラブのメンバーであり、その意味でチームの一員であると言えます。それぞれのクラブでは、委員会や計画のために小さなチームを作る必要があります。常設のチームもあれば、短期の目標を達成するための一時的なチームもあるでしょう」と述べる。 
4. スライド 2：「セッションの目標」を表示する。
「このセッションを終えたとき、皆さんは以下の技能を身につけているはずです。」
· 効果的なチームの4つの特徴を確認
· チームの4つの発展段階を理解
· 各自のチームをより有効な段階へと高めるためのさまざまな戦略を活用
5. 「まず、あらゆる効果的なチームに共通するいくつかの特徴について考察してみましょう」と述べて、第1課に移行する。



	第1課：チームの特徴

	およその時間
	方法
	内容

	合計10分
	
	

	10分
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[image: image20.wmf]スライド3
	提示/討議：効果的なチームの特徴

1. 参加者マニュアルの1ページを見るよう、参加者に指示する。
2. スライド 3「効果的なチームの特徴」を表示する。
3. 参加者を何人か指名し、「クラブ内で皆さんが参加しているチームにとって、それぞれの特徴はどのような点で重要であると考えますか。説明して下さい」と求める。  次のような回答が予想される。
· 相互作用は、ある役割を持つ人が別の役割を持つ人を「支援する」場合に、チームにとって重要である。相互作用がなければ、メンバーはいつ自分の役割を果たせばよいか判断できない恐れがある。
· チームのメンバーには、自分では実行できない業務が確実に遂行されるよう、他のメンバーが責任を果たしているかを予測することができない。そのため、説明責任が重要となる。
· 個々のメンバーは心をひとつにして目標の達成を目指すべきであり、他のメンバーの負担によって自分の役割を果たそうとしてはならない。したがって、目標に対する献身が重要となる。
· 共に計画し、意思を決定することによって、チームの目標を最も合理的かつ効果的に達成する方法を打ち立てることができる。この手続は、チームのメンバーそれぞれの技能と意見を認めることによって、「チーム精神」を生かし続ける基盤となる。
4. 「クラブ内のチームには、4つの特徴が当てはまるでしょうか？　各自のライオンズクラブについて、数秒間考えてみて下さい。」と参加者に求める。
5. 「各自のクラブについては、チームがその発展過程で経験するそれぞれの段階を検討した後で、更に詳しく取り上げます」と述べて、第2課に移行する。


	第2課：チームの発展段階

	およその時間
	方法
	内容

	合計90分
	
	

	
	
	講師の注意：以下の活動のいずれかを選択する。これらの活動は、チームの発展過程で生じる集団的な力学や事象を例証するために立案されている。活動には、25～30人の参加者が必要である。参加者が15人に満たない場合には、集団力学が適切に発揮されないため、いずれの活動も試みるべきではない。参加者が35人を超える場合には、2つのグループに分けることが望ましい。
双方の活動は簡単に実施できるが、参加者が動き回るための広い空間が必要である。屋内の場合には、椅子を片付けた教室などが適切である。屋外の場合は、開けた平坦な芝生や車の止まっていない駐車場などが適切である。屋外で活動を行う場合には、動きやすい服装で参加するよう、前日に参加者に通知しておくこと。 


	45分
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	活動：ロープを使った活動（オプション1） 
この活動は、以下の手順で実施する。

1. すべての参加者を1ヶ所に集める。参加者はそれぞれ異なった方向を向いて、ぴったりと身体を寄せ合わせなければならない。彼らにロープを示し、目隠しを配る。
2. 参加者に目隠しをつけるよう指示する。 

3. 参加者が目隠しをつけている間に、「これから皆さんのそれぞれにロープの一部をもたせますので、それをつかんで下さい」と告げる。「合図をしたら動きはじめ、ロープで正方形を完成させて下さい」と説明する。
4. 「お互いに話をしてもかまいませんが、目隠しをとったり、ロープを放したりしてはいけません」と注意する。
5. 参加者の全員がこの活動の目標とルールを理解したかどうか質問する。参加者に疑問や質問がある場合には、これを解決する。
6. ロープをほどきながら参加者全員の間を回り、それぞれが伸ばした手にロープの一部をつかませる。
講師の注意：ロープは1人の参加者から別の参加者へと無作為に伸ばしてゆくことが大切である。しかし、ロープとロープを交差させてはならない。ロープを交差させると、絡みが複雑になりすぎるからである。例えば、参加者の1人から始め、左右のどちらかに鋭く曲がり、反対側まで移動し、中心に戻り、別の角を目指す、などのように動くとよい。全員が両手でロープをつかんでいることを確認すること。

7. 全員の準備が整ったら、開始の合図をする。「話をしてもかまいませんが、自分たちのしていることを見ようとしてはいけません」と再度注意する。
講師の注意：進行役として、参加者の誰かが怪我をすることのないよう注意すること（植え込みに踏み込んだり、テーブル・椅子・その他の物にぶつかったり、ロープや他の参加者のために怪我をする恐れがある）。参加者の周囲に他の講師や監視役を立たせ、安全確認を行わせてもよい。

8. 参加者を観察し、作業の終了時点を見極める。正方形が完成した時（または参加者が正方形を完成したと考えた時）、作業は完了する。作業時間は20分を超えてはならない。
9. 作業の終了を告げ、参加者に目隠しをとるよう指示する。
10. 以下の質問のすべてまたは一部を用いてこの活動をまとめ、チームの機能に対する参加者の認識を確認する。
· 「活動の始め、途中、終わりには、それぞれどのような気持ちを感じたでしょうか？」
· 「活動の始め、途中、終わりには、チームはどのように機能したでしょうか？」
· 「チームの目標を達成するために、あなたはどのような役割を果たしましたか？　あなたの役割は変化したでしょうか？　他のメンバーは、それぞれ異なった役割を果たしていましたか？　1人、またはそれ以上のリーダーが現れたでしょうか？」
· 何らかの集団的決定がなされたでしょうか？　決定はどのように、また誰によって行われましたか？」
· 「何か紛争が生じたでしょうか？　それは解決されましたか？　また、どのように解決されたでしょうか？」
· 「皆さんのチームは成功をおさめましたか？　楽しい体験となったでしょうか？」


	45分
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	活動：「内側か外側か？」（オプション2）

この活動は、以下の手順で実施する。
1. 活動の様子について意見を述べる観察者として、2人の参加者を指名する。
2. 残りの参加者に円を作るよう指示する。
3. 各参加者のために用意したロープの片端を束ねて、円の中心に置く。
4. 参加者に次のように指示する。
· 各自がロープを取って円に戻る。
· ロープの両端を結わえて結び目を作る。
· 結わえたロープを床に置き、それぞれのロープで輪を作る。次に、すべてのロープを大きな円の中に集める。
5. 「ロープをひとつずつ選んで、両足で輪の中に入って下さい」と指示する。
6. 全員がロープに入ったら、「今度は別のロープに移動して下さい」と指示する。（「別のロープに移動して下さい」の指示を3回繰り返す。）
7. 4回目の指示の前に、円の中からロープをひとつ取り除く。
講師の注意：参加者の1人はロープの輪に入れないが、その際に集団と個人がどのように動くかを注視する。「別のロープに移動して下さい」の指示を更に繰り返し、その度にひとつずつロープを取り除く。特に以下の点を観察する。 

· 参加者がチームとして問題解決に協力し始めるまでの時間
· 解決策を競い合うことによって生じる混乱や不調和
· リーダーとして誰が出現したか
· 参加者は解決策と各自の役割をどのように受け入れ、または拒否したか
· 問題解決に向けて建設的に機能し始めるまでの時間
8. 全員が輪の中に入るには、すべてのロープを結び合わせてひとつの輪を作る必要がある。そのことを参加者が理解するまで、または彼らが解決策を見出せないことが明白になるまで、移動の指示とロープの除去を繰り返す。
· まとめ：
· 活動の経過について、観察者に意見を求める。
· 活動の間に各自が抱いた感情、紛争の程度、リーダーの出現、役割の受け入れ、チームワークの意識について、参加者に意見を求める。
10. 「皆さんが今の活動で観察したことは、集団が効果的なチームとなるまでに生じるさまざまな事象の一例です。チームがその発展過程で経験する段階について、これから考察してみましょう」と述べて、チームの発展段階に関する次の説明に移行する。


	15分
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スライド4
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スライド5-8
	提示/討議：チームの発展段階

1. スライド 4：「チームの発展段階」を表示する。
2. 参加者マニュアルの2～3ページを見るよう、参加者に指示する。
3. 数分間でチームの4つの発展段階に目を通すよう、参加者に求める。

4. 「すべてのチームが、すべての段階をたどるわけではありません。時には、前進するかわりに後退してしまう場合もあるでしょう。しかし、ほとんどのチームがこうした一連の発展段階をたどると考えられます。」と述べる。
5. スライド 5～8：「形成」「動乱」「規範設定」「機能」を表示する。
6. それぞれの段階を表示しながら、次のように説明する。
· 「チームの形成段階では、メンバーは互いに知り合い、チームの役割を認識するようになり、目標を設定します。この段階の主要なテーマは、『認識すること』にあります。」
· 「動乱の段階では、個人の信念や要求がしばしば攻撃の的となります。この段階の主要なテーマは『紛争』であり、この局面を乗り越えるために、チームは互いの立場を理解し交渉することを学ばなければなりません。」
· 「規範設定の段階 では、メンバーは各自の役割と責任を理解しはじめます。この段階のテーマは『協力』であり、メンバーは以前に比べて自由に意見や感情を表明できるようになります。」
· 「機能段階においては、チームは共通の目標の達成に向けて協力するようになります。この段階のテーマは、『生産性』にあります。決してこの段階に到達することのないチームもあります。」

7. 「各自のクラブを思い浮かべ、皆さんが参加しているチームがどの発展段階にあるかを考えてみて下さい」と参加者に求め、次の活動に移行する。

	25分
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	活動：チームを次の段階に進めるための戦略

1. 「各自のクラブがどの発展段階にあるかを判断して下さい」と参加者に求める。それぞれの発展段階に応じて、グループに分かれるよう指示する。
講師の注意：グループが均一に分かれなくても懸念する必要はないが、多すぎたり少なすぎたりして機能しないグループがある場合には、志願者に依頼してグループを変えてもらう。

2. 次の作業を行うよう、各グループに指示する。
· それぞれのクラブを現在の発展段階から次の段階へ進ませるためにはどうすればよいか、活用できそうな戦略を5分間で考える  （自分のクラブが既に機能段階にあると判断したグループは、現在のクラブの状態を維持するための戦略を考える）。
· フリップチャートにアイディアのリストを作成する。
· それぞれのアイディアを全体に発表する準備を整える。
3. 活動のまとめ：
· グループにそれぞれのアイディアを発表させる。
· 全員が検討できるよう、各グループのフリップチャートを掲示する。
· 「皆さんの会員チームを支援するために、これらの戦略の活用を検討してみて下さい」と参加者に促す。



	まとめ

	およその時間
	方法
	内容

	合計：20分
	
	

	5分
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スライド9

[image: image31.wmf]
	提示：目標の復習

1. スライド 2：「セッションの目標」を表示する。
2. 「私たちの目標は達成されたでしょうか？」と質問する。
3. 「このセッションで身につけた知識を、それぞれのクラブでぜひ活用してみて下さい」と参加者に求める。
4. 「クラブや地区に戻った時、皆さんはどの知識を、どのように活用しようと考えますか」と質問する。
5. 参加者マニュアルの4ページを開くよう指示し、「家に帰ってから、『効果的なチームの11の戒律』について復習してみて下さい」と求める。
6. 「それでは、皆さんが訓練プログラムに参加しているこの場を利用して、チームワークのあり方を実践してみましょう」と述べて、セッション終了後の活動に移行する。

	30分

（この活動は、本セッションの時間割には組み込まれていない。セッションの間に行わせてもよいし、学習グループで行わせてもかまわない。）
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スライド10



	活動：学習グループによるチーム

講師の注意：この活動を行うために、予め学習グループを選定しておく必要がある。講師の日程にこの活動が含まれていない場合には、前もって活動内容に目を通し、参加者に「この日の最後に学習グループによるチームワーク活動を行う」と通知しておくとよい。

この活動はセッションの間に行わせてもよいし、終了後に時間の許す限り、学習グループで行わせてもかまわない。またセッションで開始した活動を、それぞれの学習グループで完了させてもかまわない。

1. 「活動のために、学習グループのメンバー同士で集まって下さい」と参加者に指示する。
2. スライド 9：「私たちのチーム」を表示する。
3. 「この活動は、セッションで取り上げたチームワークに関する知識について、考察を深めるために立案されています。皆さんは学習グループの他のメンバーと、チームとして協力することができるでしょう」と述べる。
4. 15分間で以下の作業を行うよう、各グループに説明する。
· 各自のチームに名前をつける。
· 訓練プログラムの期間中にチームが達成すべき目標をひとつ決定する（「より良い指導者となること」などの目標ではなく、訓練プログラムが完了する前に、各チームが力を合わせて達成できそうな目標を設定すること）。
· 定めた目標を達成するために、それぞれのチームがどのように取り組むかを決定する。
· 個々のメンバーの役割と責任を決定する。
· すべての情報をフリップチャートに記入し、その日の夕食会で他のグループに発表する準備を整える。
講師の注意：参加者が創造性を発揮し、この活動を楽しむことができるよう支援すること。目標は訓練プログラムに関するものに限らず、期間中に力を合わせて達成できそうなことであれば、どんなことでもかまわない。以下にいくつかの例を挙げる。

· チーム精神を高めること
· 笑顔/友好パトロールとして行動すること
· 特定の名目による資金調達活動を行うこと
· 他の参加者の「特別な」行動を表彰すること
5. 「最終日の晩餐会または訓練プログラムの夜の部で、それぞれの目標がいかに達成されたか、あるいは達成されなかったかを発表してもらいます」と、説明を補足する。
6. グループがそれぞれどんな「チーム」であるかを説明させること、あるいは次のように質問することにより、この活動をまとめる。
· 「皆さんの目標は何ですか？」
· 「目標の達成に向けて、メンバーは異なった役割を担っていますか？」
· 「目標の達成に向けて、どのように取り組もうと考えますか？」
7. すべてのチームが以下の要素を満たしていることを確認する。
· それぞれのチームは独自の目標を持っている。
· チームのメンバーは、それぞれ異なった役割を担っている。
· すべてのメンバーが役割を果たさなければ、チームの目標は達成されない。
· 非協力的なメンバーが多すぎると、チームは目標を達成できそうもない。
8. 「このチーム活動は、今回の訓練プログラムの期間に限って行われるものですが、チームの原則はどんな状況にも当てはまるはずです」と述べる。
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このセッションが終了した時点で、参加者は以下のことができるようになります。


効果的なチームの4つの特徴を確認


チームの4つの発展段階を理解


各自のチームをより有効な段階へと高めるためのさまざまな戦略を活用














地方ライオンズ･リーダーシップ研究会
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